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特集 中南米
最遠の地に根付くニホン

ボリビア
人口：1,090万人

推定日系人数：1万1,350人

計画的移住の開始年：1899年

人口：2億770万人

推定日系人数：190万人

計画的移住の開始年：1908年

人口：670万人

推定日系人数：1万人

計画的移住の開始年：1936年

人口：1,790万人

推定日系人数：3,000人

計画的移住の開始年：1903年

人口：3,180万人

推定日系人数：10万人

計画的移住の開始年：1899年

人口：4,870万人

推定日系人数：1,800人

計画的移住の開始年：1929年

人口：1,150万人

推定日系人数：1,360人

計画的移住の開始年：1908年

人口：1億2,750万人

推定日系人数：2万人
計画的移住の開始年：1897年

人口：4,380万人

推定日系人数：6万5,000人

計画的移住の開始年：1913年

人口：340万人

推定日系人数：450人

計画的移住の開始年：1908年

ベネズエラ
人口：3,160万人

推定日系人数：600人

計画的移住の開始年：1928年

パラグアイ

コロンビア

ペルー

アルゼンチン

チリ

面積は約2,000万㎢（世界の15.4％）。33カ国、人口６億人（世界の8.6％）から構成される

国内総生産（GDP）の規模は5.3兆ドル（2015年）でASEANの約2.2倍

アマゾンをはじめとする豊かな自然を持ち、世界の森林の22％がこの地域にある

豊富な鉱物・食糧資源を有する。代表的なものとして、銅、銀、大豆、サトウキビ
は世界全体の約半分を中南米地域で産出。
また、鶏肉、コーヒー豆、サケ・マスなどは日本に多く輸出されている

ブラジル

ウルグアイ

人口：1,060万人

推定日系人数：800人

計画的移住の開始年：1956年

ドミニカ共和国

キューバ

メキシコ

◆

◆

◆

◆

地域の特徴は？ 日系人の暮らしは？

■：高所得国（12,476米ドル以上）
■：中進国以上（4,036～12,475米ドル）
■：低中所得国（1,026～4,035米ドル）
■：貧困国（1,025米ドル以下）
※カッコ内の数値は一人当たり国民総所得（GNI）

中南米

日本の対蹠地
（地球の反対側）

合計
約1,210億円 中南米

70％

その他
30％

合計
約1,780億円 中南米

54％

その他
46％

合計
約1,430億円 中南米

67％

その他
33％

合計
約3,330億円

中南米
25％

その他
75％

日本の輸入額に占める中南米の割合（2016年度）

世界の産出・生産量に占める中南米の割合（2016年度、オレンジは2014年度）

鶏肉 コーヒー豆（生豆）

サケ・マス トウモロコシ

①ブラジル…約470億円

②コロンビア…約250億円

③グアテマラ…約160億円

①ブラジル…約820億円

②アルゼンチン…約５億8,580万円

③ペルー…約２億7,880万円
①チリ…約960億円

①ブラジル…約840億円

大豆 サトウキビ

リチウム

合計
約3億3,660万

トン

合計
約3万5,000

トン

合計
約1,940万
トン

合計
約17億1,130万

トン

中南米
51％

その他
49％

中南米
51％

その他
49％

中南米
43％

その他
57％

合計
約2万7,000

トン

中南米
46％

その他
54％

中南米
50％

その他
50％

銅 銀

出典：農林水産省、農畜産業振興機構、FAOSTAT、U.S. Geological Survey, Mineral Commodity Summaries, January 2017

①ブラジル…
　約6億5,720万トン
②メキシコ…
　約5,630万トン
③コロンビア…
　約4,000万トン

①ブラジル…
　約1億400万トン
②アルゼンチン…
　約5,550万トン
③パラグアイ…
　約920万トン

①ブラジル…
　約1,690万トン
②メキシコ…
　約450万トン
③アルゼンチン…
　約90万トン

Li Cu Ag
①チリ…
　約1万2,000トン
②アルゼンチン…
　約5,700トン
③ブラジル…
　約200トン

①チリ…
　約550万トン
②ペルー…
　約230万トン
③メキシコ…
　約62万トン

①メキシコ…
　約5,600トン
②ペルー…
　約4,100トン
③チリ…
　約1,500トン

約213万人の日系人が暮らしている

※ただしペルーからの転住

※ただしアルゼンチンからの転住

出典：世界銀行

オレンジ

合計
約7,225万
トン

中南米
36％

その他
64％

◆

たい   しょ    ち

開
発
協
力
と
経
済
交
流
で
支
え
合
う

日
系
移
民
の
努
力
が
両
地
域
の
き
ず
な
に

互
い
を
知
る
機
会・情
報
の
充
実
を

　
中
南
米
最
大
の
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
奇
跡
と
も
称
さ
れ

る
成
果
を
生
ん
だ
農
業
支
援
が
あ
る
。
熱
帯
サ
バ
ン
ナ

地
域
で
〝
不
毛
の
土
地
〞
と
い
わ
れ
た
セ
ラ
ー
ド
を
世

界
有
数
の
農
業
地
帯
へ
と
変
え
た
日
本
の
協
力
だ
。
き

っ
か
け
は
、
１
９
７
４
年
に
同
国
を
訪
問
し
た
田
中
角

栄
首
相
（
当
時
）
が
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を

通
じ
た
協
力
を
表
明
し
た
こ
と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
３

年
後
に
技
術
協
力
を
開
始
し
、
日
本
企
業
や
現
地
企
業

と
共
に
、
土
壌
や
作
物
栽
培
技
術
の
改
良
に
ま
い
進
。

２
０
０
１
年
ま
で
続
い
た
協
力
に
よ
り
、
セ
ラ
ー
ド
で

は
大
豆
に
加
え
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
野
菜
、
果
物
、
畜

産
物
、
綿
花
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
農
業
の
他
に
も
、
日
本
は
教
育
や
医
療
、
防
災
、
イ

ン
フ
ラ
、
科
学
研
究
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
長
年
に
わ

た
っ
て
中
南
米
へ
の
協
力
を
続
け
て
き
た
。
経
済
面
で

の
結
び
付
き
も
強
く
、
今
日
、
日
本
は
銀
や
銅
、
亜
鉛

な
ど
の
金
属
の
多
く
を
中
南
米
諸
国
か
ら
輸
入
し
て
い

る
。
今
で
は
食
料
品
店
で
チ
リ
産
の
鮭
を
見
掛
け
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
が
、
そ
の
背
景
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た

養
殖
業
振
興
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
し
て
お
き
た

い
。

　
今
年
、
２
０
１
８
年
は
日
本
と
中
南
米
諸
国
の
関
係

に
お
い
て
は
節
目
の
年
だ
。
メ
キ
シ
コ
と
の
外
交
樹
立

１
３
０
周
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
１
２
０
周
年
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
１
１
０
周
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
１
０
周
年
と
な

る
。
さ
ら
に
、
来
年
に
は
パ
ラ
グ
ア
イ
と
の
外
交
樹
立

１
０
０
周
年
、
ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ビ
ア
が
移
住
１
２
０
周

年
を
迎
え
る
。
中
南
米
諸
国
は
概
し
て
親
日
的
で
、
日

本
と
政
府
間
・
市
民
間
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
親
密
な

関
係
を
維
持
し
て
き
た
が
、
そ
の
つ
な
が
り
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
日
系
移
民
の
存
在
だ
。

　「
植
民
地
化
が
始
ま
っ
た
16
世
紀
以
降
、
中
南
米
は

鉱
物
資
源
や
コ
ー
ヒ
ー
、
砂
糖
な
ど
の
一
次
産
品
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。１
８
９
０
年
代
以
降
、

多
く
の
日
本
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
に
渡
っ
た
背
景
に

も
、
現
地
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
規
模
農
園
）
や

未
開
拓
地
で
の
労
働
者
需
要
が
あ
っ
た
の
で
す
」。
そ

う
説
明
す
る
の
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研

究
科
の
岡
田
勇
准
教
授
だ
。

　
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
、
中
南
米
諸
国
は
資
源
豊
か

な
地
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
た
め
に
、
ご
く

限
ら
れ
た
情
報
し
か
な
か
っ
た
時
代
に
、
多
く
の
日
本

人
が
夢
を
抱
い
て
海
を
渡
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
希
望

の
地
で
日
系
移
民
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
苦
難
の

日
々
だ
っ
た
。「
例
え
ば
、
ペ
ル
ー
に
渡
っ
た
移
民
の

中
に
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
過
酷
な
労
働
に
耐

え
兼
ね
て
、
別
の
仕
事
に
移
っ
て
い
っ
た
人
が
い
る
と

い
い
ま
す
。
そ
の
一
部
は
、
自
力
で
ア
ン
デ
ス
山
脈
を

越
え
て
ボ
リ
ビ
ア
の
ア
マ
ゾ
ン
地
帯
に
入
り
、
よ
う
や

く
ゴ
ム
栽
培
で
生
活
の
安
定
を
見
出
し
、
そ
こ
で
子
孫

を
残
し
て
い
っ
た
の
で
す
」
と
岡
田
さ
ん
は
語
る
。

　
当
初
は
農
業
に
従
事
し
た
も
の
の
、
別
の
仕
事
を
求

め
て
新
た
な
地
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
日
系
人
は

多
く
、
そ
う
し
た
苦
難
と
努
力
の
末
に
日
系
社
会
は
築

か
れ
て
き
た
。今
で
は〝
日
系
人
〞と
一
口
に
言
っ
て
も
、

現
地
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
る
人
々
、
日
本
の
文
化
や

言
葉
を
あ
る
程
度
維
持
し
て
い
る
人
々
、
日
本
に
暮
ら

す
日
系
の
人
々
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
在
り
方
は
多
様

だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
と
中
南
米
諸
国
と
の
良
好

な
関
係
は
、
彼
ら
が
紡
い
で
き
た
知
ら
れ
ざ
る
努
力
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
今
日
、
ビ
ジ
ネ

編集協力：名古屋大学大学院国際開発研究科 岡田 勇 准教授

撮影（パラグアイ）：柴田 大輔

最遠 の地に根付くニホン
日々の暮らしの中で、
遠く離れた中南米諸国のことを知る機会は少ない。
しかし、日本と同地域は世紀を越える強いきずなで結ばれ、
支え合って発展を続けてきた。
開発協力の事例を通して、そのつながりを読み解く。

特集 中南米

ってこんなところ！距離は遠くても関係　は深い

ス
や
旅
行
で
初
め
て
中
南
米
を
訪
れ
る
日
本
人
も
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

　
２
０
０
０
年
代
以
降
、
石
油
・
鉱
物
資
源
や
大
豆
な

ど
の
価
格
上
昇
に
よ
り
、
中
南
米
経
済
は
上
向
い
て
い

る
。
そ
の
反
面
、
一
次
産
品
輸
出
に
依
存
す
る
植
民
地

時
代
か
ら
の
旧
弊
を
打
破
し
、
多
角
的
な
経
済
成
長
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
岡
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
そ
う

し
た
中
で
期
待
さ
れ
る
の
が
、
日
本
企
業
の
進
出
や
人

的
交
流
の
増
加
だ
。
だ
が
、
日
本
で
は
中
南
米
諸
国
の

情
報
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
同
地
域
が
外
国
と
ど
の
よ

う
な
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
中
南
米
諸
国
で
は
、
ア
ジ
ア
と
異
な

り
二
度
の
世
界
大
戦
の
影
響
は
小
さ
か
っ
た
が
、
他
国

か
ら
資
源
収
奪
や
介
入
を
受
け
て
き
た
歴
史
か
ら
、
経

済
成
長
の
た
め
に
外
国
投
資
を
優
遇
す
る
姿
勢
に
対
し

て
は
常
に
根
強
い
反
対
の
声
が
あ
る
。
そ
う
し
た
国
内

感
情
な
ど
の
情
報
は
、
経
済
交
流
を
行
う
際
に
知
っ
て

お
き
た
い
重
要
な
前
提
知
識
だ
。

　
中
南
米
の
特
徴
に
つ
い
て
岡
田
さ
ん
は
、「
同
地
域

の
人
々
は
概
し
て
親
し
み
や
す
く
、 〝
人
は
み
な
平
等

だ
〞
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

と
話
す
。「
彼
ら
は
、
日
本
を
訪
れ
る
と
文
化
や
国
民

性
の
違
い
か
ら
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

最
後
に
は
仕
事
上
の
立
場
を
超
え
て
、
周
り
の
人
と
親

友
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
そ
う
し
た
魅
力
を
多
く
の
人
に
体
感
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
ね
」

　
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
日
本
と
中
南
米
の

き
ず
な
。
今
後
は
企
業
活
動
や
社
会
・
文
化
面
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
よ
り
一
層
活
発
な
交
流
へ
と
発
展

し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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面積は約2,000万㎢（世界の15.4％）。33カ国、人口６億人（世界の8.6％）から構成される

国内総生産（GDP）の規模は5.3兆ドル（2015年）でASEANの約2.2倍

アマゾンをはじめとする豊かな自然を持ち、世界の森林の22％がこの地域にある

豊富な鉱物・食糧資源を有する。代表的なものとして、銅、銀、大豆、サトウキビ
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◆

◆

◆

◆

地域の特徴は？ 日系人の暮らしは？

■：高所得国（12,476米ドル以上）
■：中進国以上（4,036～12,475米ドル）
■：低中所得国（1,026～4,035米ドル）
■：貧困国（1,025米ドル以下）
※カッコ内の数値は一人当たり国民総所得（GNI）

中南米

日本の対蹠地
（地球の反対側）

合計
約1,210億円 中南米

70％

その他
30％

合計
約1,780億円 中南米

54％

その他
46％

合計
約1,430億円 中南米

67％

その他
33％

合計
約3,330億円

中南米
25％

その他
75％

日本の輸入額に占める中南米の割合（2016年度）

世界の産出・生産量に占める中南米の割合（2016年度、オレンジは2014年度）

鶏肉 コーヒー豆（生豆）

サケ・マス トウモロコシ

①ブラジル…約470億円

②コロンビア…約250億円

③グアテマラ…約160億円

①ブラジル…約820億円

②アルゼンチン…約５億8,580万円

③ペルー…約２億7,880万円
①チリ…約960億円

①ブラジル…約840億円

大豆 サトウキビ

リチウム

合計
約3億3,660万

トン

合計
約3万5,000

トン

合計
約1,940万
トン

合計
約17億1,130万

トン

中南米
51％

その他
49％

中南米
51％

その他
49％

中南米
43％

その他
57％

合計
約2万7,000

トン

中南米
46％

その他
54％

中南米
50％

その他
50％

銅 銀

出典：農林水産省、農畜産業振興機構、FAOSTAT、U.S. Geological Survey, Mineral Commodity Summaries, January 2017

①ブラジル…
　約6億5,720万トン
②メキシコ…
　約5,630万トン
③コロンビア…
　約4,000万トン

①ブラジル…
　約1億400万トン
②アルゼンチン…
　約5,550万トン
③パラグアイ…
　約920万トン

①ブラジル…
　約1,690万トン
②メキシコ…
　約450万トン
③アルゼンチン…
　約90万トン

Li Cu Ag
①チリ…
　約1万2,000トン
②アルゼンチン…
　約5,700トン
③ブラジル…
　約200トン

①チリ…
　約550万トン
②ペルー…
　約230万トン
③メキシコ…
　約62万トン

①メキシコ…
　約5,600トン
②ペルー…
　約4,100トン
③チリ…
　約1,500トン

約213万人の日系人が暮らしている

※ただしペルーからの転住

※ただしアルゼンチンからの転住

出典：世界銀行

オレンジ

合計
約7,225万
トン

中南米
36％

その他
64％

◆

たい   しょ    ち

開
発
協
力
と
経
済
交
流
で
支
え
合
う

日
系
移
民
の
努
力
が
両
地
域
の
き
ず
な
に

互
い
を
知
る
機
会・情
報
の
充
実
を

　
中
南
米
最
大
の
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
奇
跡
と
も
称
さ
れ

る
成
果
を
生
ん
だ
農
業
支
援
が
あ
る
。
熱
帯
サ
バ
ン
ナ

地
域
で
〝
不
毛
の
土
地
〞
と
い
わ
れ
た
セ
ラ
ー
ド
を
世

界
有
数
の
農
業
地
帯
へ
と
変
え
た
日
本
の
協
力
だ
。
き

っ
か
け
は
、
１
９
７
４
年
に
同
国
を
訪
問
し
た
田
中
角

栄
首
相
（
当
時
）
が
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を

通
じ
た
協
力
を
表
明
し
た
こ
と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
の
３

年
後
に
技
術
協
力
を
開
始
し
、
日
本
企
業
や
現
地
企
業

と
共
に
、
土
壌
や
作
物
栽
培
技
術
の
改
良
に
ま
い
進
。

２
０
０
１
年
ま
で
続
い
た
協
力
に
よ
り
、
セ
ラ
ー
ド
で

は
大
豆
に
加
え
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
野
菜
、
果
物
、
畜

産
物
、
綿
花
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
農
業
の
他
に
も
、
日
本
は
教
育
や
医
療
、
防
災
、
イ

ン
フ
ラ
、
科
学
研
究
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
長
年
に
わ

た
っ
て
中
南
米
へ
の
協
力
を
続
け
て
き
た
。
経
済
面
で

の
結
び
付
き
も
強
く
、
今
日
、
日
本
は
銀
や
銅
、
亜
鉛

な
ど
の
金
属
の
多
く
を
中
南
米
諸
国
か
ら
輸
入
し
て
い

る
。
今
で
は
食
料
品
店
で
チ
リ
産
の
鮭
を
見
掛
け
る
こ

と
も
珍
し
く
な
い
が
、
そ
の
背
景
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
じ
た

養
殖
業
振
興
支
援
が
あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
し
て
お
き
た

い
。

　
今
年
、
２
０
１
８
年
は
日
本
と
中
南
米
諸
国
の
関
係

に
お
い
て
は
節
目
の
年
だ
。
メ
キ
シ
コ
と
の
外
交
樹
立

１
３
０
周
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
１
２
０
周
年
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
１
１
０
周
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
１
１
０
周
年
と
な

る
。
さ
ら
に
、
来
年
に
は
パ
ラ
グ
ア
イ
と
の
外
交
樹
立

１
０
０
周
年
、
ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ビ
ア
が
移
住
１
２
０
周

年
を
迎
え
る
。
中
南
米
諸
国
は
概
し
て
親
日
的
で
、
日

本
と
政
府
間
・
市
民
間
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
親
密
な

関
係
を
維
持
し
て
き
た
が
、
そ
の
つ
な
が
り
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
日
系
移
民
の
存
在
だ
。

　「
植
民
地
化
が
始
ま
っ
た
16
世
紀
以
降
、
中
南
米
は

鉱
物
資
源
や
コ
ー
ヒ
ー
、
砂
糖
な
ど
の
一
次
産
品
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。１
８
９
０
年
代
以
降
、

多
く
の
日
本
人
が
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
に
渡
っ
た
背
景
に

も
、
現
地
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
規
模
農
園
）
や

未
開
拓
地
で
の
労
働
者
需
要
が
あ
っ
た
の
で
す
」。
そ

う
説
明
す
る
の
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
開
発
研

究
科
の
岡
田
勇
准
教
授
だ
。

　
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
、
中
南
米
諸
国
は
資
源
豊
か

な
地
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
た
め
に
、
ご
く

限
ら
れ
た
情
報
し
か
な
か
っ
た
時
代
に
、
多
く
の
日
本

人
が
夢
を
抱
い
て
海
を
渡
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
希
望

の
地
で
日
系
移
民
た
ち
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
苦
難
の

日
々
だ
っ
た
。「
例
え
ば
、
ペ
ル
ー
に
渡
っ
た
移
民
の

中
に
は
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
過
酷
な
労
働
に
耐

え
兼
ね
て
、
別
の
仕
事
に
移
っ
て
い
っ
た
人
が
い
る
と

い
い
ま
す
。
そ
の
一
部
は
、
自
力
で
ア
ン
デ
ス
山
脈
を

越
え
て
ボ
リ
ビ
ア
の
ア
マ
ゾ
ン
地
帯
に
入
り
、
よ
う
や

く
ゴ
ム
栽
培
で
生
活
の
安
定
を
見
出
し
、
そ
こ
で
子
孫

を
残
し
て
い
っ
た
の
で
す
」
と
岡
田
さ
ん
は
語
る
。

　
当
初
は
農
業
に
従
事
し
た
も
の
の
、
別
の
仕
事
を
求

め
て
新
た
な
地
に
移
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
日
系
人
は

多
く
、
そ
う
し
た
苦
難
と
努
力
の
末
に
日
系
社
会
は
築

か
れ
て
き
た
。今
で
は〝
日
系
人
〞と
一
口
に
言
っ
て
も
、

現
地
社
会
に
溶
け
込
ん
で
い
る
人
々
、
日
本
の
文
化
や

言
葉
を
あ
る
程
度
維
持
し
て
い
る
人
々
、
日
本
に
暮
ら

す
日
系
の
人
々
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
在
り
方
は
多
様

だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
と
中
南
米
諸
国
と
の
良
好

な
関
係
は
、
彼
ら
が
紡
い
で
き
た
知
ら
れ
ざ
る
努
力
に

支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
今
日
、
ビ
ジ
ネ

編集協力：名古屋大学大学院国際開発研究科 岡田 勇 准教授

撮影（パラグアイ）：柴田 大輔

最遠 の地に根付くニホン
日々の暮らしの中で、
遠く離れた中南米諸国のことを知る機会は少ない。
しかし、日本と同地域は世紀を越える強いきずなで結ばれ、
支え合って発展を続けてきた。
開発協力の事例を通して、そのつながりを読み解く。

特集 中南米

ってこんなところ！距離は遠くても関係　は深い

ス
や
旅
行
で
初
め
て
中
南
米
を
訪
れ
る
日
本
人
も
ま

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。

　
２
０
０
０
年
代
以
降
、
石
油
・
鉱
物
資
源
や
大
豆
な

ど
の
価
格
上
昇
に
よ
り
、
中
南
米
経
済
は
上
向
い
て
い

る
。
そ
の
反
面
、
一
次
産
品
輸
出
に
依
存
す
る
植
民
地

時
代
か
ら
の
旧
弊
を
打
破
し
、
多
角
的
な
経
済
成
長
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
岡
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。
そ
う

し
た
中
で
期
待
さ
れ
る
の
が
、
日
本
企
業
の
進
出
や
人

的
交
流
の
増
加
だ
。
だ
が
、
日
本
で
は
中
南
米
諸
国
の

情
報
は
十
分
と
は
い
え
ず
、
同
地
域
が
外
国
と
ど
の
よ

う
な
関
係
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
中
南
米
諸
国
で
は
、
ア
ジ
ア
と
異
な

り
二
度
の
世
界
大
戦
の
影
響
は
小
さ
か
っ
た
が
、
他
国

か
ら
資
源
収
奪
や
介
入
を
受
け
て
き
た
歴
史
か
ら
、
経

済
成
長
の
た
め
に
外
国
投
資
を
優
遇
す
る
姿
勢
に
対
し

て
は
常
に
根
強
い
反
対
の
声
が
あ
る
。
そ
う
し
た
国
内

感
情
な
ど
の
情
報
は
、
経
済
交
流
を
行
う
際
に
知
っ
て

お
き
た
い
重
要
な
前
提
知
識
だ
。

　
中
南
米
の
特
徴
に
つ
い
て
岡
田
さ
ん
は
、「
同
地
域

の
人
々
は
概
し
て
親
し
み
や
す
く
、 〝
人
は
み
な
平
等

だ
〞
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
」

と
話
す
。「
彼
ら
は
、
日
本
を
訪
れ
る
と
文
化
や
国
民

性
の
違
い
か
ら
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

最
後
に
は
仕
事
上
の
立
場
を
超
え
て
、
周
り
の
人
と
親

友
に
な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
、
そ
う
し
た
魅
力
を
多
く
の
人
に
体
感
し

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
ね
」

　
長
年
に
わ
た
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
日
本
と
中
南
米
の

き
ず
な
。
今
後
は
企
業
活
動
や
社
会
・
文
化
面
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、
よ
り
一
層
活
発
な
交
流
へ
と
発
展

し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
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